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…………………………………………………＊…………………………………………………

（午後１時００分　開議）
○副議長（稲田雅士議員）　皆様、こんにちは。議員各位におかれましては、お忙しい中ご参集賜り、誠に有難うございます。

東広島市議会議員の議員辞職に伴い、議長が不在となっております。地方自治法第１０６条第１項の規定により、議長が決まるまでの間、副議長において議長の職務を行いますので、皆さんの御協力をよろしくお願いいたします。
開会前に、先週ご案内しておりました議場の写真を事務局が撮りますので、ご協力願います。
（副議長：自席へ）

（事務局～撮影）

（副議長：議長席へ）

ご協力ありがとうございました。
○副議長（稲田雅士議員）ただいまの出席議員は１２名であります。

定足数に達しておりますので、これより平成２５年第２回広島中央環境衛生組合議会臨時会を開会いたします。

直ちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布のとおりであります。
この際、諸般の報告を行います。まず、東広島市議会選出の平岡毅議員、竹川秀明議員、家森建昭議員、中平好昭議員、石原賢治議員、渡邉國彦議員、寺尾孝治議員から、議員辞職願が提出され、7月1日付で辞職を許可いたしましたので、会議規則第８０条第２項の規定により報告いたします。

次に、監査委員から例月出納検査の結果報告がありました。その写しを配布しておりますので、ご覧いただきたいと思います。

次に、管理者からの報告事項について申し上げます。報告第１号「平成２４年度広島中央環境衛生組合繰越明許費繰越計算書について」が提出されております。お手元に配布しておきましたから、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○副議長（稲田雅士議員）それではこれより、日程に入ります。

日程第１、「仮議席の指定」を行います。

今回、東広島市から選出された議員の仮議席は、只今ご着席の議席を指定致します。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○副議長（稲田雅士議員）日程第２、「議長選挙」を行います。

お諮りいたします。

選挙の方法は、指名推選により行いたいと思います。

これに、ご異議ございませんか。
（「なし。」との声）
異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。

お諮りいたします。

指名の方法につきましては、副議長において指名することに致したいと思います。
これにご異議ありませんか。
（「なし。」との声）

異議なしと認めます。よって、副議長において指名することに決しました。

広島中央環境衛生組合議会議長に石原賢治議員を指名します。

お諮りいたします。

只今、副議長において指名しました石原賢治議員を、広島中央環境衛生組合議会議長の当選人と定めることにご異議ありませんか。
（「なし。」との声）

異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました石原賢治議員が、広島中央環境衛生組合議会の議長に当選されました。

議長に当選されました石原賢治議員が議場におられますので、本席から、会議規則第３２条第２項の規定により、当選の旨告知いたします。

石原議員、当選承諾及びご挨拶をお願いいたします。

○議長（石原賢治議員）　このたび、広島中央環境衛生組合の議員に選任され、また、ただいま議員各位のみなさまにご推挙を賜り議長に就任することとなりました。私にとりましても、この上もない光栄に存じますとともに、皆様方のご高配に対しまして心から厚くお礼を申し上げたいと思います。議長として職責の重さを痛感するとともに、身の引き締まる思いをいたしているところでございます。
これから２年あまりは、本組合においても本議会においても、新施設という問題、大変大切な時期であろうと思われます。皆様方の御協力をいただきながら、組合の発展とそして住民福祉の向上のために微力ではございますけれど、最善を尽くしてまいりたいと思います。

なにとぞ、議員各位におかれましては、より一層のご指導、ご支援をお願い申し上げたいと思います、甚だ簡単ではございますが議長就任のあいさつとさせていただきます。

どうもありがとうございました。
○副議長（稲田雅士議員）ありがとうございます。
以上をもって、議長選挙を終わります。

これより議長と交代いたします。暫時休憩致します。

（　暫時休憩、新議長と交代　）
（午後１時０７分　休　憩）
…………………………………………………＊…………………………………………………
（午後１時０７分　再　開）
○議長（石原賢治議員）再開します。

お諮りします。この際、説明員として、本会議に管理者並びに委任を受けた者の出席を求めたいと思います。

これに、ご異議ありませんか。
（「なし。」との声）

ご異議なしと認めます。

暫時休憩します。
（午後１時０８分　休　憩）
…………………………………………………＊…………………………………………………
（執行部入場）

（午後１時０９分　再　開）
○議長（石原賢治議員）再開します。
それでは、管理者から招集に当たり挨拶がありますので、これを許します。

◎管理者（藏田義雄管理者）　議長。

○議長（石原賢治議員）　藏田管理者。
◎管理者（藏田義雄管理者）　平成２５年第２回広島中央環境衛生組合議会臨時会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

まずもって、この度、東広島市議会議員の改選により、組合議員となられました皆様、先ほど新議長に選ばれました石原新議長に対しまして、お祝い申し上げますとともに、今後とも当組合発展のために、皆様方お力添えを賜りますよう切にお願い申し上げます。

また、議員各位の皆様方におかれましては、平素から当組合の事業の推進につきまして、多大なご協力を賜っておりますことに対しましても、深く敬意を表しますとともに、本日は、平成２５年第２回の臨時会の招集いたしましたところ、公私とも大変ご多忙の中をご出席をいただきましたこと、篤くお礼申し上げます。

さて、本臨時会に提出いたしております議案につきましては、「専決処分の承認について」及び「監査委員の選任の同意について」の２件でございます。

これらの案件につきましては、後ほど事務局より提案説明を行いますので、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決定を賜りますようお願い申し上げまして、開会にあたりましての挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（石原賢治議員）　以上で管理者のあいさつを終わります。

それでは、日程に入ります。

…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（石原賢治議員）　日程第３、「議席の指定」を行います。
このたび、東広島市から選出されました議員の議席は、会議規則第４条第１項の規定により、議長において、ただいまご着席されております、大谷 忠幸議員１番、杉原 邦男議員２番、竹川 秀明議員５番、家森 建昭議員６番、私、石原 賢治が９番、中曽 義孝議員１０番、坂本 一彦議員１１番を指定いたします。
…………………………………………………＊…………………………………………………

○議長（石原賢治議員）　日程第４、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第７１条の規定により議長において、１０番中曽 義孝議員、１１番坂本 一彦議員を指名します。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（石原賢治議員）　日程第５、会期の決定の件を議題と致します。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。これにご異議ございませんか。
（「なし。」との声）
異議なしと認めます。

よって会期は、本日１日限りと決定致しました。

…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（石原賢治議員）　日程第６承認案第７号、「専決処分の承認について」の件を議題といたします。

提案者の説明を求めます。
◎事務局長（西国豊事務局長）　議長、事務局長西国。
○議長（石原賢治議員）　西国事務局長。
◎事務局長（西国豊事務局長）　（登　壇）　ただいま議題となりました承認案第７号「専決処分の承認について」ご説明申し上げます。

本案は、職員等の給与の臨時特例に関する条例を制定することにつき、議会を招集して、その議決を経る時間的余裕がないと認めまして、平成２５年７月１日に専決処分をさせていただいたものでございます。水色の表紙の議案説明書により説明をさせていただきますので、その１ページをお願いいたします。

１の専決処分をした理由でございます。本案は、東日本大震災の復興支援及び地域活性化の必要性並びに本組合を取り巻く社会経済情勢等に鑑みまして、副管理者及び一般職の職員の給与を時限的に減額しようとするものでございますが、議会を招集してその議決を経る時間的余裕がないと認め専決処分をしたものでございます。

２の専決処分の内容でございますが、この条例の施行の日である平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日までの間を特例期間といたしまして、①の副管理者の給与に係る特例につきましては、特例期間におきまして、副管理者に対する給料月額の支給に当たっては、給料月額から、給料月額に１００分の１０を乗じて得た額に相当する額を減じるものでございます。

次に②の一般職の職員の給与に係る特例につきましては、「ア、特例期間におきまして、一般職の職員に対する給料月額の支給に当たっては、給料月額から、給料月額に当該職員に適用される、下にございます表の左の欄に掲げる給料表及び同表の中欄に掲げる職務の級の区分に応じそれぞれ同表の右欄に定める割合の支給減額率を乗じて得た額に相当する額を減ずる。」ものでございます。
２ページをお願いいたします。「イ、特例期間におきまして、職員の給与に関する条例に基づく地域手当の支給に当たっては、地域手当の額から、当該職員の給料月額に対する地域手当の月額に当該職員の支給減額率を乗じて得た額を減ずる。」ものでございます。「ウ、特例期間におきまして、時間外勤務手当、休日勤務手当及び夜間勤務手当に係る勤務１時間当たりの給与額は、職員の給与に関する条例第１９条の規定により算出した給与額から、給与額に当該職員の支給減額率を乗じて得た額に相当する額を減じた額とする。」ものでございます。

この条例の施行期日は、平成２５年７月１日からで、専決処分年月日は同じく平成２５年７月１日でございます。

説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（石原賢治議員）　説明が終わりました。

本案に対する質疑を行います。
○４番（松本進議員）　はい

○議長（石原賢治議員）　松本議員

○４番（松本進議員）　ただ今の提案を受けて４点ほど管理者に質問してみたいと思います。
この職員等の給与の削減措置についてありますけれども、前回の全協の職員の資料説明を見ますと、国の要請があって地方公務員、職員の給与の削減をするのだと、本来は各自治体が自ら決定すべきものだ、地方公務員法の規定に違反している、と明確になっております。私はここであえて聞きたいのは、こういった明確な団体自治の侵害だと私は考えております。したがって、今回の提案をすべきじゃないと思いますけれども、少なくともこういった国の要請であろうとも団体自治に侵害に関わる重大な問題であるだけに、管理者として総理大臣とかですね、関係大臣とか国の機関に明確な抗議の意思をね、示すべきじゃないかと、これについてどう考えるのか、ということを管理者にお尋ねしたい、これがまず１つ目の質問であります。

それから２つ目の質問は、組合独自の判断でこういった措置をしたんだということで、具体的に組合独自の判断というのはどんな内容なのか、私は先程１点目に質問しましたような自治権の侵害だ、地方自治法に書いてありますのは自治権の侵害だ、これが私は判断で問題があるというふうに述べましたけれども、２点目として独自の判断でこういった措置をやったということはどんな理由に基づくものか、まあ一般論として社会情勢うんぬんと書いてありますけれども、私は地方自治法の自治権の侵害という関連で独自の判断はどういう判断なのかということを、２点目にあえて聞いておきたい。
それから３点目の質問ですけれども、率直に言って給与の削減で、地域の経済の回復といいますかね、今、景気回復が最大の課題だ、昨日の参議院選挙の大きな争点のひとつであろうと思います。端的に聞きたいのは、こういったデフレ不況と言われる中で職員の給与を下げて景気の回復が出来るんか、そこについて管理者はどういった意見の持っておられるのか、ということが３点目の質問であります。
それから４点目の質問になろうかと思いますけれども、今日の提案理由の説明の中にも、東日本大震災の復興支援のためという趣旨で提案されて、国から要請があって今回給与の減額措置をしているのだ、という説明があったと思うんですけれども、この４点目についてもですね、まあこの復興予算の流用問題が起こってきて、こういったなお金の使い方の問題でね、管理者として基本的な認識を聞いているわけであって、多くの皆さん方がこの復興のために２５年間も１０兆５千億円の復興増税ということをね、まあ復興の為なら仕方がないしじゃないか、ということで多くの皆さんはそういう考えがあるんですね。しかしこれを作ったあとに流用問題、被災者以外に予算が使われたという流用問題が起こりました。本当に多くのしょうがないなと考えた人なんかがこういう流用されてですね、これがなかったら色んな面でのこういう削減なんかもしなくても済む、私はひとつの考え方としてあると思うんですけれども、こういった、これは国の関わりだからね、明確に管理者が権限を持って対応できるわけはないんだけれども、あえて聞きたいのはこういった流用問題、被災者以外のこの復興増税が被災関連以外に使われた、このことについて私はこういった削減なんかが復興支援のためということをいわれているわけですが、流用問題についてね、どういった考えなのかをきちっとやっぱり答弁いただきたい。というのが４点目であります。
○議長（石原賢治議員）　答弁を求めます。
◎副管理者（清水迫章造副管理者）　議長、副管理者清水迫。
○議長（石原賢治議員）　清水迫副管理者。
◎副管理者（清水迫章造副管理者）　ただいまのご質問にお答えさせていただきます。

４点ほどいただきました。まず、給与削減、自治権うんぬんという侵害の問題でございますけれども、本組合管理者として独自に抗議等は行なわれておりません。ただし市長という立場から、市長会を通じまして国に対して遺憾の意を表明されているところでございます。続きまして２点目の組合独自の判断でございますけれども、まず国からの要請の趣旨でございますとか、あるいは組合を構成いたします２市１町の関係団体の財政への影響、あるいは団体間のバランス等を総合的に勘案して、組合で判断したものでございます。当組合の副管理者の給与等は、独自に「副管理者の給与等に関する条例」で定めている状況でございますが、各市町の特別職の状況を参考に削減率を決定いたしたものでございます。また一般職につきましても、２市１町との均衡を図る上から判断したものでございます。続いて３番目の国民の暮らしという中での、デフレ状況の中で、時代に逆行しているのではないか。というご趣旨のご質問だったかと思うんですが、ご存知のように国は、民間企業に対しましては賃金アップを要請している状況にございます。しかしながら、公務員等を筆頭にいたしまして、被災地復興のために、まず、「隗より始めよ」というこれは中国の諺でありますようでございますけれども、「言い出したものから始める」という中国の故事であるようでございますけれども、まずは公務員が先頭に立ってその範を示すために今実施されようとしているようでございます。しかしながら、ご指摘のように「地方交付税を削減して、給与削減を要請する」という国の手段でございますけれども、極めて遺憾であると思われます。そうしたことから先ほど１番でもご答弁しましたとおり、市長という立場から市長会を通じて抗議を申し入れている、遺憾の意を表明しているということでございます。そこで組合の一般職給与等でございますけれども、「東広島市の例による」こととしておりまして、削減内容もそれに準じているところでございます。東広島市では職員の生活への影響等を最大限に考慮させていただきまして、労使交渉を経まして決定されております。そうしたことからそれに組合が準拠することは妥当なことと判断いたしております。
最後の４番目のいわゆる被災地以外に財源が使われているのではないか、ということのご指摘でございますが、当然ながら議員もおっしゃられている組合としてお答えする限界もございますけれども、一部マスコミなどによりまして、復興財源の流用による予算措置、あるいは財源の返還なども報道されているようでございます。これは国民共通の願いでございますけれども、震災の復興のため適切にそれらの財源が運用され、一日も早い復興を強く願うものでございます。

ところで議員もご案内かと思いますが、国は地方財政計画というものを毎年度策定いたしまして、国会に提出しております。この地方財政計画は、国の定めたいわゆる標準的な水準であるその年度の地方自治体の歳入総額また歳出総額を算定するものでございまして、歳出や給与水準を含めて、地域福祉でございますとか公共事業など、あらゆる行政分野にわたって策定されているものでございます。また、この地方財政計画には、その時代の要請に合わせた政策経費が織り込まれているのが特徴でございます。東日本大震災を含みました今日の緊急課題は日本の再生が掲げられておりまして、一つには全国規模の防災事業が、一つには地方が単独で実施します緊急防災減災事業が、そして一つには地域の元気づくり事業が盛り込まれているところでございます。この計画は長期的に地方交付税の総額を決定する基礎となっておりまして、当然本年度の地方交付税の算定根拠においても直接に反映されることになる訳でございます。ご案内のように、この地方交付税制度は、過不足が全国的な自治体の差がある中で、それらを調整する機能になっているのがこの地方交付税制度でございますが、この交付される地方交付税は、あくまでも地方自治体の一般財源であることはご承知のとおりであります。つまり、地方財政計画と表裏一体で算定されますこの地方交付税制度によりまして、課題に対処するための所要額は一定額担保されているといった意味もございます。そうしたことから、今日の緊急課題でございます緊急防災関連事業の財源として、適切にそれぞれの自治体においてこの地方財政制度の趣旨に則って運用が行われるものと考えております。なお、今回の給与の削減措置でございますが、先ほどご説明しました通り、来年３月までの時限的制度として実施するものでございますので、ご承知置き願いたいと思います。
○４番（松本進議員）　はい。
○議長（石原賢治議員）名前を言ってください。
○４番（松本進議員）　松本です。
○議長（石原賢治議員）　松本議員。
○４番（松本進議員）　私の第１番目の質問は、これだけやっぱり国の要請であろうと明確に自治権の侵害ということがはっきりしている、竹原市長会での遺憾の意というのは言われましたけれども、これは私もまあ知ってあえて質問しているわけですね、だから今日は管理者として再度質問しますけれども、こういった明確な自治権の侵害に対してね、市長会の遺憾の意はやっておられるけれども、あえてこの場で管理者としてね、自治権の侵害と考えるのなら、明確にやっぱり抗議の意思をね、国に対して明確にすべきじゃないのか、ということについてどうなんかということを質問したんですね。それから２点目については、独自の判断というのを聞きました。私は色々、２市１町のバランスとか色々理由を言われましたけれども、我々が判断する場合はこういった自治権のね、地方自治のこれだけ大きな問題になっていることに対しては全国の市町村がやっている訳ではないでしょう、やっていない所もある訳ですからね、だから管理者なり市長がその気になれば対応できるはずなんです。ですからあえて私がこういった問題で独自の判断を、要するに分かり易く言えば、自治権を超えるようなね、超法規的なやむを得ない事態が起こって、それはちょっと職員我慢してくれと、今回地方自治に侵害するかもしれないけど、こういった事態が起こっている、それに対して職員もちょっと我慢してほしいと、いう説得力があるならいいですよ、しかしそれがやっぱり明確ではない、いう面で質問しているわけですから、そういった端的に２回目の質問としてこういった独自の判断そのものが、自治権を超えるような特別な理由があるんかどうかというのを聞いておきたい。３点目の問題は、分かり易く言えば、職員の給与を今下げてね、地域の景気が回復するんかどうか、するのかしないのかということを聞いているわけです、安倍総理なんかも、ようやく色々な、やり方は我々と違うんだけれどもね、安倍総理なんかも職員、働く人の賃金を上げんにゃいけんということをようやく言い出したんですね。ですから、景気回復のためには、そこで働く職員の所得が増えんと景気は回復せんというのが経済のいろはじゃないですかね。これに逆行するようなことをやっちゃあいかん。勿論職員の暮らしの問題も、悪影響を与えるのは大前提ですよ。しかし、３点目の質問としては、給与を下げて地域経済がどうなんかということを、認識を聞いている訳です。
○議長（石原賢治議員）　答弁を求めます。
◎副管理者（清水迫章造副管理者）　議長、副管理者清水迫。
○議長（石原賢治議員）　清水迫副管理者。
◎副管理者（清水迫章造副管理者）　それでは再質問についてご答弁させていただきます。３点ほどいただきまして、１点目の自治権の侵害に関わる問題でございます、これは議員もおっしゃられましたように、要請という形で行っております。また、これは画一的ではなくて、各自治体ばらばら、この２市１町でもバラつきがありますように、それぞれの自治体の判断で、自治体の実情に合わせて実施されている状況でございます、そういった意味におきましては、今指摘されているような自治権の侵害というような厳しい見方まではあたらないと判断している次第でございます。あくまで自治体の判断に求められているというところでございます。
それから独自の組合としての判断について、でございますが、ご存知のように、当組合は東広島市、竹原市、大崎上島町の２市１町で構成されています。その構成団体の実情に合わせて、当然ながらその歩調に合わせるということは、組合として取るべき適切な判断であろう判断しております。
それから３番目の給与のうんぬんという問題でございますが、逆行すんじゃないかということでございますが、ラスパイレル指数等の指数でもご存知のように、各自治体はそれぞれの自治体の財政事情等からそれぞれの判断で給与体系というものを決められているところでございますが、当然全国平均が１００とした場合低い所も高い所もあるようでございます。そうした中で、非常に急速にあるいは高齢化社会を迎えるにあたって、厳しい状況にあることは企業だけでなく国もすべての所がそういう状態であることは、ご承知のとおりでございまして、そうした中でこうした大震災からの復興へ向けての大きな項目、また高齢化社会に色々なさまざまな財源需要がある中で、まずは、その財源を確保する手段として、消費税等いろんな議論がされているようでございますけれども、公務員として率先して、先ほども答弁しましたが「範を示す」という姿勢で国が今なされようとしていることにどこまで地方自治体が同調するかということでございまして、組合といたしまして、ここまでが答弁する限界でございますのでご承知置き願いたいと思います。
○４番（松本進議員）　質問を終わります。
○議長（石原賢治議員）　他にありませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（石原賢治議員）　それでは、質疑を終結します。

これより討論に入ります。

まず、本案に対する反対討論の発言を許します。

○４番（松本進議員）　はい松本。
○議長（石原賢治議員）　松本議員。
○４番（松本進議員）　私はこの承認案第７号、について反対をしたいと思います。
先ほど質疑でもありましたように、この国の要請という形でありましたけれども、自ら決めるべき地方公務員の自ら決めなくてはいけないとする地方公務員法の規定に反している、ということに明確に全協でも説明されているのは事実であります。ただ、私は自治権の侵害に当たるということを私の意見として申し上げました。ですから、こういった重大な問題についてはですね、明確に関係機関なり総理大臣なりに、我々の意思を、団体としての意思を明確にすべきだ、そこが極めて曖昧であって、安易に国の要請だからということで追随をすることは許されん、ということが反対の理由であります。
２つ目には、職員の暮らしの問題も大変なんですけれども、端的に言えば、景気回復、デフレ不況からいかに抜け出すか、これが今経済問題では最大の課題だと思うんですね。誰が考えてもそれに逆行するような賃金を減らすということは、私はやっぱりやるべき施策じゃないという主な２点の反対理由で、この議案に反対したいと思います。

○議長（石原賢治議員）　次に、賛成討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（石原賢治議員）　次に、本案に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（石原賢治議員）　次に、賛成討論の発言を許します。

（「なし」との声あり）

○議長（石原賢治議員）　これにて討論を終結いたします。
これより採決いたします。

承認案第７号、「専決処分の承認について」は、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求めます。

（賛成者挙手）
○議長（石原賢治議員）　挙手多数であります。

よって、本案は、原案のとおり承認することに決しました。
…………………………………………………＊…………………………………………………
○議長（石原賢治議員）　日程第７、同意案第８号「監査委員の選任の同意について」の件を議題といたします。
ここで、地方自治法第１１７条の規定により、中曽議員の退席をお願いいたします。
暫時休憩いたします。
（午後１時３７分　休　憩）
（中曽議員退席）
（午後１時３７分　再　開）
再開いたします。

提案者の説明を求めます。
◎事務局長（西国豊事務局長）　議長、事務局長西国。

○議長（石原賢治議員）　西国事務局長。

◎事務局長（西国豊事務局長）　（登　壇）　ただいま議題となりました、同意案第８号「監査委員の選任の同意について」ご説明申し上げます。

水色の表紙の「議案説明書」により説明をさせていただきますので、その３ページをお願いします。

まず、提案理由でございますが、広島中央環境衛生組合議会議員のうちから新たに監査委員１人を置くため、その監査委員の選任について、議会の同意を求めるものでございます。

監査委員に選任される者でございますが、東広島市八本松東六丁目１３番２１号にお住いの中曽義孝氏で、昭和２０年８月２３日生まれで、現在６７歳でございます。

中曽氏の主な経歴を申し上げますと、氏は平成７年４月２７日に、東広島市議会議員に就任され、現在５期目で、平成１９年５月から平成２１年１２月まで市の監査委員を、また、平成２３年５月から平成２４年６月まで東広島市副議長に就任されておられます。

なお、任期につきましては、組合規約第１２条第３項の規定により「組合議員としての任期による」こととなっております。

説明は以上です。どうぞよろしくお願いします。
○議長（石原賢治議員）　説明が終わりました。

お諮りいたします。

本案は、人事案件でありますので、質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「なし。」との声）

ご異議なしと認めます。

よって、これより採決いたします。

同意案第８号「監査委員の選任の同意について」は、これに同意することにご異議ありませんか。

（「なし。」との声あり）

ご異議なしと認めます。
よって、本案はこれに同意することに決しました。

中曽議員の入場を許可します。
暫時休憩いたします。

（午後１時４０分　休　憩）
（中曽議員入場）
（午後１時４０分　再　開）
再開いたします。

本案は、議会の人事ではありませんが、中曽議員が議場におられますので、就任承諾及びご挨拶をお願いいたします。

○１０番（中曽義孝議員）　　　　（登　壇）
失礼します。このたび、監査委員の選任の同意にあたり、皆様方のご推挙をいただきまして誠にありがとうございます。

広島中央環境衛生組合の行財政の運営が、公正で、かつ公平で効率的に運営が確保できますよう、職務を果たしてまいりたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。

本日はどうもありがとうございました。
○議長（石原賢治議員）ありがとうございました。
…………………………………………………＊…………………………………………………
以上をもちまして、本臨時会に付議された案件の審議は、全て終了致しました。

閉会に当たり管理者からあいさつがありますので、これを許します。
◎管理者（藏田義雄管理者）　議長。

○議長（石原賢治議員）　藏田管理者。

◎管理者（藏田義雄管理者）　平成２５年第２回広島中央環境衛生組合議会臨時会の閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

松本議員、議員各位におかれましては、提案いたしました議案につきまして、慎重なご審議をいただき、そのうえご決定を賜りましたこと、衷心より厚く御礼申し上げます。

皆様のお力をお借りしながら、より効果的な事業推進に全力で傾注してまいりたいと考えておりますので、今後とも一層の御理解と御支援のほどをよろしくお願いいたすところであります。

終わりになりますけれども、連日猛暑が続いております。議員の皆様方におかれましては、くれぐれもお身体ご自愛の上、ご活躍になりますようお祈りを申し上げまして、閉会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。

本日は、誠にありがとうございました。
○議長（石原賢治議員）　ありがとうございました。
一点、私の方から訂正をお願いしたいと思います。
今日、開会前にお配りいたしました議員席次表でございますが、日付が間違っていますので、本日の日付に訂正をお願いします。

本日は、議員各位のご協力を頂き、会議を終了することができました。 
これをもちまして、平成２５年第２回広島中央環境衛生組合議会臨時会を閉会致します。
大変みなさんお疲れ様でございました。

（午後１時４３分　閉　会）

…………………………………………………＊…………………………………………………
以上のとおり会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

平成　　年　　月　　日

広島中央環境衛生組合議会
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会 議 録 署 名 議 員        中　曽　　義　孝
会 議 録 署 名 議 員        坂　本　　一　彦
